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Benesse 教育研究開発センターが選ぶ「調査データ クリップ！ 子どもと教育」 2008 年 1 月 8 日

CLIP0012B【子育て②】

子育て  ～第２回～（全２回）

【2-1】６割の母親が、子育ても自分の生き方も大切にしたい

出　　典：「第３回幼児の生活アンケート報告書・国内調査」Benesse 教育研究開発センター（2006）
調査対象：首都圏の０歳６か月～６歳就学前の乳幼児をもつ保護者（主には母親）2,980 名

　母親の子育て観についてたずねた調査結果をみると、６割の母親が「子育ても大事だが、自分の生き方も大切にしたい」と
考えている。その一方で「子どもが３歳くらいまでは母親がいつも一緒にいた方がいい」と考える母親も６割にのぼる。自分
の生き方も子どものことも両方とも大切にしたいと考えている母親の姿がうかがえる。
　母親の就業状況別にみると、常勤者とパートタイムは「子育ても大事だが、自分の生き方も大切にしたい」を支持する比率
が高い。一方、「子どもが３歳くらいまでは母親がいつも一緒にいた方がいい」に対しては、専業主婦の支持が圧倒的に高く

（70.4％）、常勤者（21.3％）、パートタイム（40.3％）と顕著な差がみられた。

　子どもの教育については、「文字や数は子どもが関心を持つようになってから教えるのがよい」（80.7％）、「子どもの教育に
ついて、子どもの自主性を重んじるのがよい」（76.1％）がともに８割前後と、子どもの自主性に任せ、子どもの可能性を信
じて見守る母親が多い様子がうかがえる。

【2-2】子どもの成長とともに変化する子育ての悩み

　子育てについての不安や悩みについてたずねた調査結果をみると、全体としては「子どもの勉強や進学に関すること」が
54.8％ともっとも多く、次いで「子どものしつけに関すること」（52.3％）、「子どもの性格や癖に関すること」（40.5％）と
なっている。

　子どもの学年別でみると、「子どもの勉強や進学に関すること」「子どもの就職に関すること」については、学年が上がるに
つれて割合が高くなっており、とくに「子どもの勉強や進学に関すること」は、子どもの学年が中学生で 74.5％、高校生等
で 69.4％と７割前後の親が不安や悩みを抱えていることがわかる。
　一方、その他の不安や悩みについては、未就学から小学校１～３年生にかけて、全体的に高い割合となっていて、学年が上
がるにつれて減少する傾向にある。
　子どもの成長とともに子育ての不安や悩みも変化していく様子がうかがえる。

Ｑ.子育てに関する Ａ と Ｂ の２つの意見のうち、あなたのお気持ちに近いほうはどちらですか。

子育ても大事だが、
自分の生き方も大切にしたい

子どもが３歳くらいまでは
母親がいつも一緒にいた方がいい

わがままを言ったら、
厳しくしかりつけるのがよい

世間で名の通った大学に通ってほしい

子どもの教育について、
親が判断して選ぶのがよい
文字や数はできるだけ
早くから教えるのがよい
子どもは生まれつき能力が
決まっていると思う

（％）

Ａ
の
意
見

子どものためには、
自分ががまんするのはしかたない

母親がいつも一緒でなくても、
愛情をもって育てればいい

わがままを言ったら、分かるまで
やさしく言い聞かせるのがよい

大学進学や学校名にはこだわらない

子どもの教育について、
子どもの自主性を重んじるのがよい
文字や数は子どもが関心を持つよう
になってから教えるのがよい
子どもは育つ環境によって
どのような能力も伸ばせると思う

（％）

Ｂ
の
意
見
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■子育てについての不安や悩みの種類の構成割合（複数回答）
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（％）

＊「高校生等」とは「高校」、「各種学校･専修学校･職業訓練校」の合計である。

出　　典：「平成 16 年度全国家庭児童調査結果」厚生労働省（2006）
調査対象：全国の 18 歳未満の児童（平成 16 年 12 月 1 日現在）のいる世帯 1,608 世帯（集計客体数 1,376 世帯）
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CLIP0012B【子育て②】

【2-3】日本の子育て　経験より育児書

出　　典：「平成 16 年度・17 年度家庭教育に関する国際比較調査」独立行政法人 国立女性教育会館（2006）
調査対象：日本、韓国、タイ、アメリカ、フランス、スウェーデンの 12 歳以下の子どもと同居している親、あるいはそ

れに相当する人（各国約 1000 サンプル）

【2-4】父親の参加、家事より育児

　父親の家事・育児への参加の程度を聞いた調査結果から、「ほとんど毎日する（いつもする）」の数値が高い項目を順にみて
いくと、「ごみを出す」（40.4％）、「子どもを叱ったり、ほめたりする」（34.4％）、「子どもをお風呂に入れる」（20.8％）、「子
どもが病気の時、面倒を見る」（20.4％）となっている。一方、下位は「掃除をする」（1.4％）、「子どもと一緒に外で遊ぶ」（1.6％）、

「食事のしたくをする」（3.2％）、「買い物をする」（3.3％）であった。父親の家事・育児への参加は、「ごみを出す」を別にす
れば、全体的に家事よりも育児のほうに積極的であるといえよう。

　また、同調査によると「家事や育児に今以上にかかわりたいと思いますか」との質問に、「はい」と答えた父親が約半数（47.9％）
いる。かかわりたいと思っている家事・育児は、「子どもと一緒に外で遊ぶ」（78.8％）、「子どもと一緒に室内で遊ぶ」（44.9％）、

「子どもを叱ったり、ほめたりする」（36.5％）といった育児に関する項目が上位を占めた。ここからも、家事はまかせて育児
にかかわりたい父親像がみえてくる。

出　　典：「第１回乳幼児の父親についての調査報告書」ベネッセ次世代育成研究所（2006）
調査対象：首都圏（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）の０歳～６歳４ヶ月（就学前）の子どもをもつ父親 2,958 名

　日本、韓国、タイ、アメリカ、フランス、スウェーデンの６か国の親を対象に、親になることについての経験や学習につい
てたずねた調査結果をみると、日本では「育児の本を読んだ」が 29.9％ともっとも多く、次いで「親から教えてもらった」

（29.4％）、「親戚や知人の子どもの世話」（28.6％）の順になっている。
　実際の経験をともなう項目をみると、「親戚や知人の子どもの世話」が 28.6％、「小さい弟や妹の世話をした」が 18.2％、

「よその家のベビーシッター」はわずか 1.4％で、他の国と比べ、経験より育児の本から学ぶ割合が高いのが特徴的だ。韓国も
同様の傾向がみられる。

　一方他の４か国では、「親から教えてもらった」を除くと、「親戚や知人の子どもの世話」「小さい弟や妹の世話をした」「よ
その家のベビーシッター」など、実際に子どもの世話をした経験が上位を占めており、とくに欧米３か国では、「よその家のベ
ビーシッター」（アメリカ 37.7％、フランス 18.8％、スウェーデン 36.5％）を多くの親が経験していることが特徴的である。

■親になることについての経験・学習
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＊平均回答項目数は「とくに学んだり経験したことはない」「無回答」を除いた数を標本数で割ったもの

■父親が家事育児をする頻度
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Ｑ．あなたは、次のようなことについて、どれくらいしていますか。
（％）


